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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年11月10日(2016.11.10)

【公開番号】特開2016-5618(P2016-5618A)
【公開日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-003
【出願番号】特願2015-173031(P2015-173031)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月16日(2016.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動条件の成立により遊技者に有利な特別遊技を実行するか否かを判定する判定手段と
、
　前記判定手段にて前記特別遊技を実行すると判定されると、前記特別遊技を実行する特
別遊技実行手段と、
　前記判定手段による判定結果に基づき、前記特別遊技に係る図柄を変動制御する図柄制
御手段と、
　前記特別遊技の実行後、前記判定手段による判定確率が高確率となる高確率遊技状態、
又は、前記判定手段による判定確率が低確率となる低確率遊技状態で遊技状態を制御する
遊技状態制御手段と、を備え、
　前記図柄制御手段は、通常変動を含む通常変動パターン情報、当該通常変動よりも前記
図柄の変動開始から変動停止までの時間である変動時間が短い第１時短変動を含む第１変
動パターン情報、又は、当該第１変動パターン情報に含まれるいずれの変動よりも前記変
動時間が短い第２時短変動を含む第２変動パターン情報に基づいて前記図柄を変動させる
ことが可能であり、
　前記遊技状態制御手段は、前記高確率遊技状態にあっては、前記第２時短変動が含まれ
る前記第２変動パターン情報に基づく第１時短遊技状態で遊技を制御することが可能であ
り、前記低確率遊技状態にあっては、前記第１変動パターン情報に基づく第２時短遊技状
態、又は、前記通常変動パターン情報に基づく非時短遊技状態で遊技を制御し、
　前記第１時短遊技状態においては、保留球数によらず、前記第２時短変動が選択可能と
され、前記第２時短遊技状態においては、保留球数に基づいて、前記第１時短変動が選択
されること
　を特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　遊技機（１，２）は、始動条件の成立により遊技者に有利な特別遊技を実行するか否か
を判定する判定手段（３０１ａ，Ｓ１６０１，Ｓ４１０１）と、前記判定手段にて前記特
別遊技を実行すると判定されると、前記特別遊技を実行する特別遊技実行手段（３０１ａ
）と、前記判定手段による判定結果に基づき、前記特別遊技に係る図柄を変動制御する図
柄制御手段（３０１ａ，３２０ａ）と、前記特別遊技の実行後、前記判定手段による判定
確率が高確率となる高確率遊技状態、又は、前記判定手段による判定確率が低確率となる
低確率遊技状態で遊技状態を制御する遊技状態制御手段（３０１ａ）と、を備え、前記図
柄制御手段は、通常変動を含む通常変動パターン情報、当該通常変動よりも前記図柄の変
動開始から変動停止までの時間である変動時間が短い第１時短変動を含む第１変動パター
ン情報、又は、当該第１変動パターン情報に含まれるいずれの変動よりも前記変動時間が
短い第２時短変動を含む前記第２変動パターン情報に基づいて前記図柄を変動させること
が可能であり、前記遊技状態制御手段は、前記高確率遊技状態にあっては、前記第２時短
変動が含まれる第２変動パターン情報に基づく第１時短遊技状態で遊技を制御することが
可能であり（Ｓ１７０３：ＹＥＳ，Ｓ１７０６）、前記低確率遊技状態にあっては、前記
第１変動パターン情報に基づく第２時短遊技状態、又は、前記通常変動パターン情報に基
づく非時短遊技状態で遊技を制御し（Ｓ１７０３：ＮＯ，Ｓ１７０７，Ｓ１７０８）、前
記第１時短遊技状態においては、保留球数によらず、前記第２時短変動が選択可能とされ
、前記第２時短遊技状態においては、保留球数に基づいて、前記第１時短変動が選択され
ることを特徴とする。
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